












指導教官 矢部敏昭  
１ 論文の構成 
１本研究の目的と方法 
 1.1 研究の動機 
 1.2 本研究の目的と方法 
２教材研究の視点 
 2.1 視点の設定 
  2.1.1 自分がしていることを分かろうとする態度 
  2.1.2 自分で知っていることを生かそうとする態度 
  2.1.3 困難を自ら克服できるようにする態度 
 2.2 視点と数学的活動の関わり 
 2.3 視点間の関係 
３授業分析 
 3.1 実際の生徒の数学的活動 
 3.2 教材研究に基づく数学的活動の展開 








































































X（時間） 0     1   2    3    4        






速さの変化→変化の割合 4～36   変化の割合 16 

































 0～1 秒 0－4 
          0－1 
 1～2 秒 4－16 
      1－2 
 2～3 秒 16－36 


















     y=5x2              y=4x2                    y=2x2 
角度の違うジェットコースターの最高速度が一番速いのはどれになるか。 

























100=5x2                     125=4x2               250=2x2 
   x=2√5                     x= 5√5                x=5√5 
    100     50     5√5           2                  250     50 
    2√5    √5     √5         125    50              5√5   √5 
                              5√5   √5 
                              2 
  2√5＝2×2.2…       5√5  5×2.2…    5√5＝5×2.2… 
    ＝4.4…秒ぐらい      2    2          ＝11 秒ぐらい 
                   ＝5.5…秒ぐらい 
 
教師の支援「例えば、最後の 0.1 秒、0.01 秒をだしたら最高速度になるのではないかな。」 
 
 0.1 秒前 5(4.3+4.4)            4(5.4+5.5)              2(10.9+11) 
           5×8.7                4×10.9                2×21.9 
           =43.5                 =43.6                  =43.8 
 0.01 秒前 5(4.39+4.4)           4(5.49+5.5)             2(10.99+11) 
            5×8.79              4×10.99               2×21.99 








            5(1.9+2.0)            4(1.9+2.0)             2(1.9+2.0) 
            5×3.9               4×3.9                 2×3.9 
            =19.5                =15.6                 =7.8 
また、その次の 0.1 秒を求め、それぞれどれくらい速くなっているのか、 
            5(2.0+2.1)            4(2.0+2.1)             2(2.0+2.1) 
            5×4.1               4×4.1                 2×4.1 



























中学校数学科 数学的活動と反省的経験 －数学を学ぶことの楽しさを実現する 






















 〒 680-8551　鳥取市湖山町南 4-101
 TEI & FAX  0857-31-5101（溝口）
 http://www.fed.tottori-u.ac.jp/~mathedu/
